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城陽おひさまプロジェクトnews　

第7号　2013年10月22日　NPO法人市民共同発電をひろげる城陽の会(55-4190）


　 　個人宅おひさま発電所1号機点灯式の

　　　　　　　　ご案内
　自然エネルギーによる発電事業を行うことにより、市民自身が主体的にまちづくりの一翼を担う活動の第一歩が、現実のものとなりました。6月8日NPO法人設立総会以降、募集していました「おひさま発電ゼロ円システム２０１３」は、設置者が決まり、設置協力金は臨時総会で決定された目標額も集まり、設置工事は順調に開始されました。

　発電設備の工事が終了し、関西電力㈱様との連系後は発電・消費・売電がめでたくスタートします。つきましては来る11月5日、会の活動はこれを一つの区切り到達点として、設置者、会員の皆様と共に点灯式を行いたいと思います。合わせて、会の活動を見守っていただいた方々もお越しいただければ幸いです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　　

　　日時；2013年11月5日（火）午前10時～10時半頃　[image: image2.jpg]


　　　

場所：城陽市寺田深谷8-103　伊藤様宅ガレージ

　設置体験報告や、地元会員の挨拶の後、設置業者より、発電設備の説明もさせてい　

ただく予定です。

　　☆伊藤様宅のフェンスのポスターが目印です。近所にﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄ深谷店があります。

　車の方はできるだけ乗り合わせてください。京阪宇治交通友が丘バス停近くです。

＊これまでの経過

　2011年3月11日の東北地方太平洋沖地震に伴って発生した、福島第1原発の未曾有の事故は、これまでのエネルギー政策の転換を迫るものとなりました。

　城陽では同年8月25日「原発ゼロをめざす城陽の会」が発足し、原発稼働停止と被災者支援の活動と共に、再生可能（自然）エネルギーを重視した活動も進めてきました。2012年1月「脱原発、再生可能エネルギー中心の社会へ」と題して日本環境学会会長の和田武先生の講演会開催。同年4月27日、6月23日「再生可能エネルギーへの転換を語る城陽懇談会」開催。その後市役所、生協、幼稚園のなどの方々と、屋根への設置要請の件で話し合いを進めてきました。

　昨年9月16日、これまでの「原発ゼロをめざす城陽の会」の活動の中から、再生可能（自然）エネルギー普及と啓発を中心とした活動を行う「市民共同発電をひろげる城陽の会」（会員30名の任意団体）が発足しました。その後、社会的な信用を高め、より一層責任ある事業を行うため、本年6月8日のNPO法人設立総会に至り、8月27日法人登記を完了しまし

た。10月現在会員数は74名に到達しました。

